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2018年7月に発生した記録的な豪雨により被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 

 

国際NGOプラン・インターナショナルでは、「平成30年7月豪雨」の被災地域における緊急支援を開始いたしました。 

被災された皆さまのための寄付受付を開始いたします。  

最新の情報は、ウェブサイトや Facebookで順次ご報告していきます。 

 

職員4名を現地に派遣 

プラン・インターナショナルは7月10日（火）、河川の氾濫による被害が伝えられた愛媛県西予市野村町に緊急支援チームを

派遣。市の災害策本部などを訪問するとともに、避難所の運営にあたっている職員の担当者や、大きな被害をうけた区域に

暮らす住民の方々から被害について聞き取り調査を行い、避難所での「子どもひろば」の設置などを検討しています。 

※「子どもひろば」 

 災害・緊急時に、子どもの保護と心のケアのために設置・運営されます。子どもたちが一日もはやく日常を取り戻せるよう、遊びや学習を取り入れ

ることで、子どもたちが抱えるストレスを軽減させ、自尊心を育み、自分を守れるようになることも視野に入れて活動します。また、保護者も含めた

子どもの保護への理解を深める場としても重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

国際 NGOプラン・インターナショナルが 
被災地に緊急支援チームを派遣 

「平成 30年 7月豪雨」緊急支援 寄付募集を開始 

～被災地に緊急支援チームを派遣～ 

 

 

<平成30年7月豪雨緊急支援> 

支援募集期間 ： 2018年8月8日まで 

寄付の方法 ： 

① ウェブサイトからの寄付 （クレジット決済・コンビニ決済） 

      https://www.plan-international.jp/news/info/20180709_10626 

       

② ・ゆうちょ銀行（郵便局）からの寄付  

 口座名：公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン 口座番号：00120-0-616745 

プロジェクト名 ：「平成30年7月豪雨」緊急支援もしくは「G68」とご指定ください 

       ・銀行からの寄付 

三菱UFJ銀行 麹町中央支店 普通預金 4611706 

※なお、被災地の状況変化により、ご寄付の一部を今後の国内緊急支援にあてさせていただく場

合もあります。 

 

大きな被害をうけた人々が集まる避難所で調査を行う 

緊急支援チームの職員 

 

 

肱川沿いの地区で被災された方から聞き取りを行なって

いる緊急支援チーム職員 

https://www.plan-international.jp/news/info/20180709_10626


プラン・インターナショナルは、子どもの権利を推進し、貧困や差別のない社会を実現するために世界70カ国以上で活動す

る国際NGOです。創立は 1937年。長年にわたり、子どもや若者、地域の人々とともに地域開発を進めてきました。すべて

の子どもたちの権利が守られるよう、とりわけ女の子や女性への支援に力を入れています。 

 

 


